
1 
 

 
Ⅰ．活動報告  

 

1. 活動成果  

ピアミーティング事業は、管理人の諸事情により、渋谷の会場で行うミーティングのスケジュール調整を行い、さ

らにシモキタグループは休止になりました。 

これら変更や休止に伴い、ミーティング・ルールやタイムスケジュール、また文献などの訂正や更新を行いました。 

変化はありましたが、昨年度に放映されたプロジェクトメンバーたちが出演したドキュメンタリー番組の影響もあ

り、医療関係者や支援機関、学校関係から紹介され、初めてピアミーティングに参加する方が数名いました。 

プロジェクト事業では、支援者に向けたブラッシュアップ講座への登壇依頼があり、３名が講師として体験談を話

した。 

 

■  ピアミーティングの改善内容 

ピアミーティングは今後も定期的に開催していくが、開催回数や時間など変更 

・ シブヤ・デイグループ ： 奇数月 １回開催、 偶数月 ２回開催 

・ シブヤ・ナイトグループ ： 終了時間を２０時３０分に変更 

・ シモキタグループ ： 休止 

 

 

Ⅱ．事業報告 

 

1. Self Help 事業（ピアミーティング） 

 シブヤ・デイグループ １９回／シブヤ・ナイトグループ １３回 

 延べ１０７人が参加、内初参加１６人 

 

2. SIAb. Project 事業  

１） 動画配信 

SIAb.の YouTube チャンネル（@SIAb.）にて、これまでに作成した動画を配信 

２） 勉強会や交流会等の開催・参加および当事者の声を届ける活動 

 西日本子ども研修センターあかし 

指導教育担当児童福祉士任用前研修に講師としてプロジェクトメンバー３名が講師として協力 

 NPO 法人 JUST の YouTube チャンネル「齊藤學チェンネル」の撮影協力 

→さいとう対談 『もっと性倒錯 51 NHK スペシャル”加害の扉が開くとき”を考える１～４』で配信 

 SIAb.参加メンバーの裁判を SNS で情報発信、応援傍聴にも参加 

 筑波大学 人文学類 学生インタビューに協力 

 青山学院大学 法学部ヒューマンライツ学科 学生インタビューに協力 

 法政大学 現代福祉学部福祉コミュニティ学科 学生インタビューに協力 
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Ⅲ．202６年度（令和８年度）活動計画 

 

 ２０２６年度は、運営会議で提案された以下の活動計画を、余裕を保ちながら進めていこうと思います。 

 

１． ピアミーティング事業 

 各グループとも定期的開催を継続 

 課題や運営方法の改善を随時検討 

 

２． SIAb. Project 事業（案） 

 オープンダイアローグ形式のピアミーティングのお試し会を開催する 

 NNN ドキュメントの動画の上映会を開催する 

 近親姦虐待当事かつ子育て中の方の支援方法について学ぶ 

 当事者の親への支援や、子ども自身の権利・法律等についても学び、検討を行う 

 SIAb.だけではなく他グループと共催してみる 

 

３． 管理部門 

 ピアミーティング変更にあわせて、ホームページの見直し・改修を実施 

 ミーティング・ルール、タイムスケジュール、文献の整理・更新 

 


